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新
刊
図
書
案
内

○
未
来
大
陸
南
極
O
日
本
文
化
の
源
流

○
つ
ま
り
の
民
話
○
続
白
い
巨
塔
〇
三

つ
の
嶺
○
狭
山
裁
判
○
佐
々
木
小
次
郎

○
口
下
手
な
人
の
た
め
に
○
分
校
日
記

○
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
○
忍
び
の
旗
（
前
後

編
）
○
泥
流
地
帯
○
続
泥
流
地
帯
○
落

ち
こ
ぼ
れ
家
庭
（
上
下
）
○
マ
ー
ガ
レ

ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
○
夫
と
妻
の
た
め

の
老
年
学
○
聖
職
の
碑
○
今
日
は
再
び

来
ら
ず
○
曲
者
時
代
○
遠
藤
周
作
ユ
ー

モ
ア
小
説
集
O
遠
藤
周
作
第
ニ
ユ
…
モ

ァ
小
説
集
○
世
界
が
語
り
か
け
る
O
食

卓
の
な
い
家
（
上
下
巻
）
○
た
だ
の
人

と
な
れ
○
乱
世
流
転
記
O
サ
ザ
エ
さ
ん

う
ち
あ
け
話
O
仮
縫
○
ザ
・
ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
○
ひ
と
握
り
の
友
へ
○
生
ま
れ
な

か
っ
た
子
へ
の
手
紙
○
ガ
ラ
ス
の
う
さ

ぎ
O
あ
の
時
、
世
界
は
二
、
二
）

合
同
相
談
所
が
開
か
れ
ま
す

▽
俳
旬

鳶
の
輪
の
吹
き
な
が
さ
れ
て
秋
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
夫

秋
雲
に
一
語
あ
づ
け
し
夢
二
の
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

や
さ
し
さ
は

　
　
　
　
微
熱
の
頬
に
コ
粂
徳
鷺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ウ

露
天
風
呂
や
わ
肌
へ
黄
葉
か
ら
ま
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
薯

綿
あ
め
の
ふ
っ
と
．
＝
．
’
、
w
．
・
の
雲
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諜
讐
箋
．

軒
に
立
て
し

　
　
　
　
胡
麻
柄
で
鳴
く
き
り
ぎ
り
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳴
石

盛
り
分
け
る
小
皿
抜
菜
の
お
裾
分
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岳
城

盆
終
え
て
闇
に
聞
く
晶
訴
鎌
講
鍛
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
　
山

場
所
老
人
福
祉

飛
石
．
知
る
や
秋
立
轟
鑑
盛
藁
㌧
、
堺
．
過
』

雨
多
し
苔
む
著
の
濡
れ
し
嚢
詫
萎
・
非
勢
療
φ
窮
澱
象
嚢
霧

ぎ
獅
錨
腰
欝
綜
鵬
慌
鱒
耀

．
磯
驚
樵
隷
、
　
灘
灘
羅

、
饗
擁
響
鶏
灘
叢
懸
騰

，
“
髪
芸
丸
月
投
腐
・
総
膿
ぎ
璽
マ
γ
鑑
灘
轟

▽
短
歌
セ
　
騨
　
驚
灘
誕
顛
融

洗
わ
れ
し
心
も
事
語
門
を
蓼
紗
輩
簸
繋
凝
が
や
繋
ど
う

、
驚
憂
ざ
は
し
に
灘
騰
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
緊
ノ
川
毒
、

真
夏
器
輪
鞭
野
け

態
叢
購
　
篠
・
轡
饗
箋
・
紳

こ
訪
ひ
ゆ
け
ば
飛
．
謂
く
孫
の
片
書
を

　
　
鉱
　
　
　
　
　
凸
　
　
　
　
　
　
　
　
携
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

欝
灘
し
き
農
彦
禦
ら
す

’
．
讐
羅
鞠
穫
瞬
雛

、
，
難
・
畷
鱒
職
臨
麟

－
，
灘
講
．
麟
．
鶴
驚

十
月
の
休
日
救
急
医

羽
月
七
日
㈲

大
島
医
院
川
原
町

　
　
電
丁
二
九
五
七

＋
月
＋
日
㈱

体
育
の
日

山
口
医
院
軒
鹸
通
り

　
　
電
五
－
二
〇
〇
三

＋
旦
四
日
㈲

＋
日
町
病
院
高
田
町

　
　
電
七
－
五
五
六
六

＋
旦
百
㈲

至
誠
堂
医
院
西
浦
東

　
　
箪
丁
三
二
七
六

＋
月
二
倉
㈲

池
田
医
院
本
町
西
一

　
　
電
二
－
二
五
八
一

　会場・時間は共に総合センタ
ーで8時からです。この講座で
とりあげてほしい内容等希望が
ありましたら公民館宛ご一 一報下

さい。

人
生
往
来

　
行
政
相
談
を
主
体
に
し
た
、
合
同
相

談
所
が
次
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す
の

で
、
い
ろ
い
ろ
日
常
の
生
活
上
等
の
こ

と
で
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
み
ご
と
や

苦
情
、
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽

に
相
談
に
お
い
で
下
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ

の
相
談
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
日
時
　
十
月
十
九
日
午
前
十
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
四
時
ま
で

　10月から来年3月にかけて6
回の予定で村民教養講座が開か
れます。これは、私達のまわり
にある自然や風俗歴史などに関
する学習を通じて村の姿を知ろ
うというもので、だれでも自由

に参加することができます。

　「今さら学習なんて……」と
言わず、是非参加して下さい。
　10月の予定は次の通りです。

◎第1回
　　10月12日（金）

　主題　　r中里村の植物」

　講師　相沢陽・さん

◎山池石上大富山　◎
高本田澤原島井田氏産
砂里美潤宏梨和　名声
　美和平美香哉豪

父
の
名

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

相
談
種
別

行
政
相
談

　
人
権
よ
う
護
相
談

　
心
配
ご
と
相
談

　
老
人
福
祉
相
談

　
（
中
里
村
役
場

　
　
　
　
社
会
課
）

村民教養講座
　が開かれます

◎第2回
　　10月19日（金）

　主題　　r戊辰戦争と越後」

　講師　剣持利夫さん

友克竹正榮和和
治人雄夫…男成

小如田上芋田土部
　来　娯
出寺中山田中倉落

新
郎
　
善
財
　
昭
平
（
吾
）
荒
　
屋

　
新
婦
　
宮
沢
キ
ク
イ
（
五
二
）
十
日
町

｛瀧遠滝　◎
澤田澤氏昇

天名
　
　
年
令
　
　
部

ヒ
ノ
　
　
（
八
八
）
　
重

健
吉
　
　
　
（
五
九
）
　
　
田

ヨ
シ
（
八
3
田
中沢地落
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私たちの村
人　口 7，234（＋9）

男 3，595（＋6）

女 3，639（＋3）

世帯数 1，655（＋3）
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F
　
9
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匹
　
『
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一
　
－
　
馴
　
I
　
I
　
暉
　
酢
　
9
　
1
　
5
　
0
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瀞r略鵬』憾、夢鶴、．厨託ジ
整△～㌧藩』〆▽旗継煮頴
津警轟編△凝聾溝・鞭

、
棄
参

難
。

　
航
　
、
掌

戸
　
　
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
．
　
　
　
，
、
　
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肇

箋
劇
禰
灘
華
該
蟹
親
濃
鰹
艦
　
騨
．
－
，
鱒
・

壕
．
桑
灘
欝
舳
惣
驚
講

∵
導
、
蒲
撫
聯
、
議

　
　
　
’
癒
募
、
、
…
理
譲
購
欝
劉
　
ぎ
珪
．
ジ
嚢

糞
，
瞳
書
響
．
難
．
、
鍬
騨
榊
△
い
．

匙
駄
撫
讐
鰍
駿
蹴
蒲
欝
灘
醗

9月22日、田沢小学校の学校田で

　　稲刈りが行なわれました。

　　　　約400㎡の田圃に全校児童が集合。

　　　先ずは高学年の模範作業から。

　　次々に交替しながら、

　　　　　1人平均7～10株を刈り取りました。

　　　収穫された米は餅米にかえられ

　　　11月の「子供祭り」で餅

　　　　　　　　　になる予定です。

秋。

　収穫のよろこび

一田沢小で稲刈り一
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健
康
は
何
よ
り
も
大
切

　
　
　
　
　
　
中
年
か
ら
の
体
力
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
育
指
導
員
　
井
ノ
川
　
将
男

　
　
　
　
秋
の
酒

　
　
運
動
会
今
金
色
の
刻
に
入
る
　
薫

　
秋
は
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
の
に
も
っ
て

こ
い
の
気
候
で
す
。
ひ
と
汗
掻
い
た
後

の
さ
わ
や
か
さ
と
そ
の
あ
と
の
一
杯
。

秋
は
ま
た
酒
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
つ
い
夜
長
の
深
酒
に
…
…
。

　
二
日
酔
を
治
そ
う
と
頑
張
っ
て
汗
を

出
そ
う
と
す
る
人
が
多
い
も
の
で
す
。

そ
の
根
性
は
認
め
ま
す
が
、
中
年
の
か

ら
だ
に
と
っ
て
は
危
険
な
こ
と
で
す
。

　
運
動
後
の
酒
の
効
用
と
飲
酒
後
の
運

動
で
は
身
体
へ
の
影
響
は
天
地
の
違
い

が
あ
り
ま
す
。
秋
の
夜
を
こ
こ
ろ
静
か

に
酌
み
た
い
も
の
で
す
。
中
年
は
初
秋

の
趣
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
生
も
熟

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
て
そ
の
生
き
が

い
の
こ
こ
ろ
も
、
健
全
な
か
ら
だ
を
前

提
と
し
て
存
在
す
る
の
で
す
。

　
　
　
体
力
の
低
下

　
壮
年
体
力
テ
ス
ト
（
反
復
横
と
び
・

垂
直
と
び
・
握
力
・
ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ

ル
・
急
歩
の
五
種
目
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二

〇
点
満
点
で
合
計
一
〇
〇
点
が
満
点
と

な
る
。
村
で
は
各
地
で
年
二
回
実
施
）

の
推
移
を
み
る
と
三
〇
才
か
ら
低
下
が

始
ま
り
ま
す
。
三
〇
才
と
い
え
ば
仕
事

に
油
が
の
っ
て
き
て
、
希
望
と
生
き
が

い
を
持
っ
て
毎
日
を
暮
し
て
い
る
年
代

で
す
。
残
念
な
が

ら
、
こ
の
年
令
か

ら
は
や
く
も
、
体

力
の
低
下
が
始
ま

り
ま
す
。
自
分
で

は
気
が
つ
か
な
く

と
も
科
学
的
な
デ

ー
タ
ー
が
こ
れ
を

証
明
し
て
い
ま
す
。

　
三
〇
才
の
男
女

の
合
計
点
は
、
そ

れ
ぞ
れ
七
一
・
五

点
、な

る
と
五
七
・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　モ点〕　豪1　壮年俸カテストの合齢点の年齢別擢穆　一一女子

　　　　　　　　　　　　　　　　　（文郁省）
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、、

　
と
こ
ろ
が
、
運
動
を
規
則
的
に
実
施

し
て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
と
を
比

較
す
る
と
、
表
二
の
よ
う
に
、
明
ら
か

に
運
動
し
て
い
る
人
の
方
が
体
力
テ
ス

ト
の
得
点
が
す
ぐ
れ
て
い
て
、
運
動
が

中
高
年
者
で
は
と
く
に
重
要
な
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　
　
　
日
常
生
活
で
の
運
動

　
中
高
年
者
は
、
社
会
的
責
任
も
大
き

く
、
多
忙
な
毎
日
で
、
ま
と
ま
っ
た
時

間
が
と
れ
な
い
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

一
そ
う
い
う
人
は
、
食
事
と
か
入
浴
と
か

80

　
7
0
　
60
　
50
　
40
　
3
0

　
　
六
八
・
三
点
で
す
が
、
四
〇
才
に

　
　
　
　
　
　
一
点
、
四
五
・
八
点
と

な
り
、
五
〇
才
に
な
る
と
四
七
・
一
点
、

四
五
・
八
点
と
な
り
ま
す
。
男
子
は
三

十
才
台
の
低
下
が
著
し
く
、
女
子
は
、

四
十
才
台
の
低
下
が
著
し
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
　
（
表
一
）

20

10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畿
　03031323334353637…賜394041424344454647484950515253545556575859
豪2　45～49塵男女の運助実意状懲と壮年体カテス》）得点（文郵省／

週3～4回以上 月1～2回 し　な　い

男子 58．3 51．8 46．9

女子 57．1 53．6 46．9

毎
日
必
ず
実
施
す

る
生
活
行
事
に
合

わ
せ
て
運
動
す
る

と
長
続
き
し
ま
す
。

朝
食
前
五
分
間
の

体
操
、
な
わ
と
び
、

木
剣
の
素
振
り
、

入
浴
後
の
体
操
な

ど
も
一
つ
の
方
法

で
す
。
こ
こ
で
肉

体
労
働
と
運
動
を

一
緒
に
し
な
い
こ

と
で
す
。
激
し
い
筋
肉
作
業
の
と
き
こ

そ
、
身
体
調
整
の
た
め
の
運
動
が
必
要

な
の
で
す
。
生
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、

仕
事
の
内
容
を
検
討
し
工
夫
す
れ
ば
、
ど

ん
な
に
忙
し
い
人
で
も
運
動
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
休
暇
の
過
し
方

　
休
日
を
一
日
中
寝
て
過
ご
す
人
が
あ

り
ま
す
が
、
余
暇
時
間
の
増
加
し
た
現

在
で
は
あ
ま
り
有
効
な
方
法
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
パ
チ
ン
コ
・

碁
・
将
棋
毛
興
味
の
あ
る
も
の
で
す
が
、

健
康
づ
く
り
と
し
て
は
あ
ま
り
プ
ラ
ス

に
な
り
ま
せ
ん
。
休
日
の
一
部
を
身
体

活
動
に
当
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
野
球
・
テ
ニ
ス
・
ゴ
ル
フ
・
ス
キ
ー

・
魚
つ
り
・
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
何
で
も

結
構
で
す
。
中
高
年
者
が
若
者
と
同
様

に
、
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

こ
そ
、
ス
ポ
ー
ツ
が
生
活
に
密
着
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
社
会
体
育

の
ね
ら
い
の
一
つ
で
す
。

　
　
　
ラ
ン
ニ
ン
グ

　
特
殊
な
技
術
も
い
ら
ず
、
ひ
と
り
で

も
仲
間
同
士
で
も
よ
い
、
時
も
所
も
選

ば
ず
、
道
具
も
い
ら
ず
、
お
金
も
か
か

ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
積

極
的
健
康
法
と
し
て
大
変
な
ブ
ー
ム
で

す
。
　
（
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
は
ラ
ン
ニ
ン
グ

よ
り
も
軽
い
か
け
足
を
い
い
ま
す
。
）
皇

居
一
周
マ
ラ
ソ
ン
、
一
日
二
十
四
時
間

つ
ね
に
だ
れ
か
が
走
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
人
気
の
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
も
第
一
回

は
百
二
十
人
の
参
加
で
し
た
。
第
十
一

回
の
大
会
で
一
万
人
を
超
え
た
と
い
う

こ
と
は
単
な
る
ブ
ー
ム
だ
け
で
な
く
、

走
る
こ
と
が
世
界
的
に
生
理
、
医
学
面

か
ら
も
積
極
的
な
見
直
し
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。

　
現
代
病
と
し
て
最
近
急
激
に
増
え
て

い
る
心
臓
病
・
糖
尿
病
・
高
血
圧
な
ど

の
成
人
病
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
発

生
率
が
低
く
な
り
、
治
癒
率
も
高
く
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
も
”
多
く
の
酸
素
を
体

内
に
と
り
入
れ
る
こ
と
が
健
康
に
も
っ

と
も
良
い
〃
と
し
て
「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

」
　
（
有
酸
素
運
動
）
と
名
付
け
た
新
健

康
法
の
中
で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
．
速
歩
．

サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
水
泳
・
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
な
ど
を
あ
げ
、
な
か
で
も
ラ
ン
ニ
ン

グ
が
も
っ
と
も
よ
い
運
動
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
　
　
気
を
つ
け
る
こ
と

　
う
ス
ポ
ー
ツ
は
で
き
る
だ
け
若
い
内

に
始
め
る
こ
と
。
年
を
と
れ
ば
上
達
が

お
そ
く
、
無
理
が
く
る
。

　
⇒
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
テ
ニ
ス
な
ど
、
急

に
ダ
ッ
シ
ュ
す
る
種
目
は
徐
々
に
始
め

る
Q

　
り
バ
ー
ベ
ル
な
ど
は
腰
を
痛
め
や
す

い
の
で
、
適
当
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
。

　
四
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
成
人
病
に

注
意
、
医
師
の
健
康
診
断
を
受
け
る
。

　
の
か
ぜ
、
神
経
痛
な
ど
、
調
子
の
悪

い
と
き
は
避
け
る
。

　
因
運
動
後
休
養
時
間
を
と
っ
て
お
く
。

　
㈲
体
重
に
注
意
、
な
る
べ
く
一
定
に

保
つ
。

　
　
『
三
面
下
段
へ
続
く
』
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十
日
町
地
域
各
界
友
好
訪
中
団

　
　
　
と
共
に
中
国
を
視
察
し
て
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
長
上
村

　
北
京
空
港
よ
り
延
安
空
港
ま
で
所
要

時
間
二
時
間
二
〇
分
余
、
途
中
給
油
の

た
め
太
原
空
港
に
一
時
着
陸
、
プ
ロ
ペ

ラ
双
発
機
で
Y
S
n
型
の
よ
う
な
小
型

で
四
十
二
人
定
員
の
ロ
ー
ラ
ル
線
で
し

た
。
機
内
の
暑
い
こ
と
、
日
な
た
に
駐

車
し
て
い
た
自
動
車
に
乗
り
込
ん
だ
時

と
全
く
同
じ
状
態
で
、
流
汗
淋
鴻
と
し

股
間
を
伝
う
と
は
こ
の
こ
と
か
、
為
に

各
自
に
扇
一
子
を
与
え
、
冷
風
と
呼
ん

で
欲
し
い
と
の
こ
と
か
、
素
朴
な
風
景

と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
な
り
。

太
原
よ
り
延
安
ま
で
は
五
〇
分
位
の
飛

行
で
す
が
、
山
又
山
の
k
空
を
飛
ぶ
、

行
け
ど
も
行
け
ど
も
山
又
山
の
山
岳
地

帯
で
、
し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
頂
k

ま
で
耕
さ
れ
て
お
り
「
耕
し
て
天
に
到

る
」
な
り
で
驚
嘆
の
外
あ
り
ま
せ
ん
。

　
延
安
は
中
国
革
命
の
聖
地
と
し
て
有

名
で
す
。
峡
西
省
の
北
部
、
万
里
の
長

城
か
ら
二
〇
〇
キ
ロ
の
延
河
の
畔
に
あ

る
黄
土
の
街
で
す
。

延
河
は
黄
河
の
支
流
で
四
囲
悉
く
黄
L

の
た
め
緒
色
の
流
れ
で
す
。
　
「
百
年
河

清
を
ま
つ
」
と
い
う
古
諺
が
あ
り
ま
す

が
何
年
経
っ
て
も
す
む
こ
と
は
な
い
で

賢
造

し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
魚
な
ど
住
め
る

も
の
で
は
な
く
、
日
本
の
よ
う
に
き
れ

い
な
水
な
ど
入
手
出
来
な
い
の
で
、
真

水
は
貴
重
品
で
す
。
風
吹
け
ば
黄
塵
万

丈
と
な
る
こ
と
受
け
あ
い
の
地
帯
な
り
。

延
安
の
人
口
は
約
五
万
、
附
近
の
農
村

部
を
い
れ
て
約
予
万
余
、
昔
か
ら
「
都

の
北
の
カ
ナ
メ
」
だ
っ
た
要
衝
の
盆
地

で
す
。

毛
毛
席
の
率
い
る
中
国
労
農
赤
軍
は
湖

南
省
よ
り
一
二
、
五
〇
〇
キ
ロ
の
激
戦
に

つ
ぐ
激
戦
の
長
征
を
経
て
此
処
に
到
着

出
発
時
三
〇
万
の
赤
軍
も
延
安
到
着
時

に
は
僅
か
三
万
に
な
っ
た
と
は
有
名
な

活
。一
九
三
七
～
一
九
四
七
年
の
十
年
こ
の

延
安
は
毛
主
席
を
は
じ
め
中
国
共
産
党

中
央
の
所
在
地
で
あ
り
、
毛
主
席
は
こ

こ
で
直
接
中
国
人
民
を
指
導
し
、
抗
日

戦
争
と
解
放
戦
争
を
進
め
て
い
ま
す
。

毛
主
席
は
延
安
で
の
十
年
間
戦
争
の
状

況
に
よ
っ
て
、
三
回
も
住
所
を
か
え
て

お
り
、
楊
家
嶺
、
齋
園
な
ど
党
中
央
と

共
に
移
動
し
て
お
り
ま
す
。

裏
の
山
腹
に
は
窯
洞
（
ヨ
ウ
ド
ウ
）
と

呼
ば
れ
る
洞
く
つ
が
あ
り
毛
主
席
を
は

じ
め
周
恩
来
、
朱
徳
な
ど
党
の
幹
部
が

共
に
生
活
し
た
部
屋
が
保
存
さ
れ
て
お

り
、
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
、
筆
立
、
墨
汁

入
れ
、
そ
し
て
粗
末
な
寝
台
な
ど
当
時

の
ま
ま
で
す
。

楊
家
嶺
に
は
中
央
大
礼
堂
が
あ
り
、
中

国
共
産
党
全
国
代
表
者
大
会
が
開
か
れ

て
お
り
、
革
命
の
初
期
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
事
項
が
討
議
決
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
文
芸
溝
堂
、
重
臣
会
議
室
な

ど
往
時
の
ま
ま
で
し
た
。

延
安
は
革
命
の
「
メ
ッ
カ
」
と
し
て
国

内
外
の
愛
国
、
革
命
の
人
び
と
が
こ
の

地
を
目
指
し
て
や
っ
て
来
て
い
ま
す
。

中
国
革
命
の
源
流
を
求
め
て
訪
れ
る
入

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

延
安
革
命
記
念
館
U
党
中
央
委
員
会
の

跡
で
、
此
処
に
は
延
安
附
近
の
地
形
の

模
型
、
中
国
革
命
の
発
展
を
段
階
的
に

示
し
た
パ
ネ
ル
、
遊
撃
戦
争
時
代
の
武

器
、
文
献
資
料
な
ど
、
又
手
製
の
農
機

具
、
抗
日
戦
争
の
戦
利
品
な
ど
展
示
さ

れ
て
お
り
説
明
に
二
時
問
余
り
も
か
か

る
程
で
し
た
。
こ
の
記
念
館
に
は
ス
タ

ー
リ
ン
、
レ
ー
ニ
ン
、
マ
ル
ク
ス
な
ど

の
大
き
な
肖
像
が
か
か
げ
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
肖
像
は
中
国
の

か
な
り
の
と
こ
ろ
に
掲
揚
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

宝
塔
”
延
安
に
来
て
真
先
に
目
に
入
る

も
の
で
す
が
、
市
の
南
の
小
高
い
丘
の

　
『
二
面
か
ら
続
く
』

　
刈
体
力
テ
ス
ト
を
受
け
て
、
自
分
の

体
力
を
確
か
め
て
お
く
こ
と
。

　
心
陸
ヒ
競
技
、
水
泳
な
ど
最
大
努
力

を
発
揮
す
る
競
技
の
試
合
は
避
け
る
。

　
　
　
中
年
男
性
へ
の
提
善
、
口

　
阯
界
に
冠
た
る
長
存
国
日
本
、
六
卜

歳
以
ヒ
の
入
H
が
一
乎
万
人
を
超
え
ま

し
た
。
日
本
は
ま
す
ま
す
老
人
国
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
老
人
の
福
祉
問
題
、

生
き
が
い
対
策
が
叫
け
ば
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
歴
史
と
文
明
の
朋
に

あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
老
入
の
姿
を
兄
聞
し
、

「
幸
せ
な
長
寿
」
　
「
不
幸
な
長
寿
」
を

考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
の
老
入
問

題
に
真
剣
に
と
り
組
み
、
年
寄
り
を
大

切
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
や
が
て
、
二

十
二
年
後
の
二
十
一
世
紀
に
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
老
け
る
わ
た
し
た
ち
の
つ

と
め
の
よ
う
で
す
。

　
「
ハ
・
メ
・
マ
ラ
」
を
酒
に
嘆
い
て

い
る
だ
け
で
は
父
親
と
し
て
の
権
威
も

失
墜
で
す
。
小
家
族
が
多
く
な
っ
て
、

母
親
が
庭
し
く
な
っ
た
ぶ
ん
だ
け
、
父

親
は
み
す
ぼ
ら
し
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

ソ
フ
ト
な
父
親
が
増
え
ま
し
た
。
し
か

し
、
父
親
へ
の
期
待
が
薄
れ
た
は
ず
は

あ
り
ま
せ
ん
。
次
代
の
子
供
の
夢
を
育

く
む
責
務
が
あ
り
ま
す
。
托
体
的
な
行

動
力
に
は
無
言
の
迫
力
が
あ
り
ま
す
。

　
　
運
動
会
少
年
の
H
は
長
か
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
美

ヒ
に
建
つ
九
階
の
尖
塔
で
唐
時
代
の
も
の

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら

延
安
の
市
街
が
一
望
の
う
ち
に
み
ら
れ

ま
す
。
延
安
で
は
外
に
絹
織
物
〔
場
を

見
学
し
ま
し
た
。
附
近
の
養
蚕
が
減
少

し
た
の
で
原
料
は
遠
く
杭
州
、
河
北
省

よ
り
運
ば
れ
て
き
て
お
り
、
人
絹
、
綿

織
物
も
生
産
し
、
そ
の
原
料
も
ま
た
他

か
ら
移
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

織
機
台
数
六
十
八
台
、
従
業
員
四
三
〇

名
で
独
身
寮
生
活
者
が
そ
の
八
○
％
で

知
識
青
年
が
多
か
っ
た
。
操
業
員
の
子

弟
の
た
め
の
併
設
幼
児
園
を
訪
れ
ま
し

た
が
、
園
児
等
が
一
生
懸
命
に
歓
迎
し

て
く
れ
い
ろ
い
ろ
遊
戯
な
ど
し
て
く
れ

ま
し
た
が
「
世
界
は
一
つ
」
と
い
う
唄

を
歌
っ
て
く
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

同
夜
は
ホ
テ
ル
に
て
白
黒
映
画
。

延
安
生
活
敬
記
、
中
国
労
農
赤
軍
、
南

泥
湾
の
三
本
を
ヒ
映
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
の
部
屋
は
質
素
で
、
ラ
ジ
オ
、

テ
レ
ビ
共
に
な
く
、
冬
期
間
気
温
が
マ

イ
ナ
ス
ニ
○
度
位
に
な
る
の
で
暖
房
施

没
は
あ
り
ま
し
た
。

延
安
は
質
素
を
旨
と
し
て
刻
苦
奮
闘
、

自
力
更
生
し
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
の
生

活
に
終
始
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
朝
食

に
は
粟
粥
を
御
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

　
ヒ
月
七
日
前
九
時
延
安
飛
行
場
を
た

　
　
『
四
面
へ
続
く
』
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『
3
面
か
ら
続
く
』

っ
て
太
原
に
向
い
ま
し
た
が
、
街
の
中

飛
行
場
に
沢
山
の
人
民
、
解
放
軍
の

兵
士
等
が
国
旗
の
小
旗
を
持
っ
て
集
ま

っ
て
い
た
の
で
、
き
い
て
み
る
と
、
中

越
戦
争
に
参
加
し
た
英
雄
が
本
日
延
安

に
来
て
、
戦
争
の
報
告
大
会
が
開
か
れ

る
の
で
そ
の
歓
迎
の
た
め
と
か
、
往
時

凱
旋
兵
士
を
迎
え
た
在
郷
軍
人
、
国
防

婦
人
会
国
民
な
ど
の
姿
が
思
い
浮
か
ば

れ
、
感
慨
無
量
で
し
た
。

太
原
で
は
柳
沢
賓
館
と
い
う
八
階
建
の

ホ
テ
ル
に
泊
り
ま
し
た
が
、
お
そ
ら
く

戦
後
建
築
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

太
原
で
は
思
い
が
け
ず
新
潟
県
の
土
地

改
良
関
係
の
団
体
に
逢
い
ま
し
た
し
、

昔
太
原
に
駐
留
し
た
人
達
の
訪
中
団
も

い
ま
し
た
。

日
支
事
変
当
時
日
本
軍
が
永
く
こ
の
地

に
駐
屯
し
て
い
た
の
で
、
中
里
村
で
も

こ
の
地
に
出
征
さ
れ
た
方
々
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
察
せ
ら
れ
て
、
懐
し
い

と
い
う
か
、
因
縁
と
い
う
か
、
暫
し
瞑

想
に
ふ
け
る
と
い
う
想
い
で
し
た
。

太
原
は
山
西
省
の
省
都
で
太
原
盆
地
の

北
部
に
あ
り
、
海
抜
八
七
〇
メ
ー
ト
ル

の
黄
h
高
原
の
街
で
、
人
口
一
九
〇
万
、

附
近
に
は
世
界
有
数
の
石
炭
と
鉄
鉱
石

の
埋
蔵
地
が
あ
り
ま
す
。

山
西
省
の
中
央
高
原
は
、
か
つ
て
は
北

か
ら
の
侵
略
者
の
通
路
と
な
り
、
太
原

は
そ
の
北
の
防
衛
拠
点
だ
っ
た
わ
け
で

す
。
春
秋
時
代
の
晋
、
さ
ら
に
階
、
唐

と
王
朝
が
興
り
又
亡
び
た
地
で
あ
り
、

く
だ
っ
て
解
放
ま
で
は
軍
閥
門
錫
山
の

根
拠
地
で
し
た
が
、
抗
日
戦
争
時
代

に
中
国
共
産
党
の
ハ
路
軍
が
進
出
し
て

“
山
西
王
”
の
座
を
追
わ
れ
た
訳
で
す
。

解
放
後
太
原
は
近
代
的
産
業
都
市
と
し

て
発
展
し
て
、
お
り
、
そ
れ
ま
で
最
も

重
要
な
産
業
だ
っ
た
鉱
山
、
製
鉄
の
ほ

か
、
化
学
、
肥
料
、
工
作
機
械
、
車
輔
、

計
量
メ
ー
タ
ー
、
織
物
な
ど
の
工
場
を

擁
す
る
総
合
工
業
セ
ン
タ
ー
と
し
て
面

目
を
一
新
し
て
お
り
ま
す
。

太
原
の
西
方
に
あ
る
呂
梁
山
脈
は
抗
日

解
放
戦
争
を
通
じ
て
、
中
国
共
産
党
指

導
の
ゲ
リ
ラ
隊
が
活
躍
し
た
舞
台
で
す
。

山
西
博
物
館
、
崇
善
寺
ー
博
物
館
に
は

三
千
年
以
前
の
出
七
品
、
青
銅
器
、
一

メ
ー
ト
ル
以
上
の
鼎
や
画
像
、
唐
三
彩

な
ど
貴
重
な
逸
品
の
展
示
が
あ
り
ま
し

た
。
崇
善
寺
は
明
の
建
築
様
式
を
今
日

に
伝
え
て
お
り
大
慈
悲
殿
に
は
高
さ
六

メ
ー
ト
ル
を
越
す
千
手
観
音
、
文
珠
、

普
賢
菩
薩
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ー
タ
ン
工
場
、
漆
器
工
場
目
共
に

中
国
の
伝
統
を
誇
る
産
業
で
あ
り
、
い

ず
れ
も
手
製
の
品
で
あ
っ
て
、
従
っ
て

高
価
な
品
が
多
く
、
総
べ
て
貿
易
公
司

を
経
て
外
国
に
輸
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

人
民
と
社
（
六
合
生
産
大
隊
）
一
か
ね

て
か
ら
中
国
の
農
業
は
総
べ
て
人
民
公

社
の
組
織
の
中
で
産
業
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

一
同
は
深
い
関
心
の
中
で
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
記
呂
梁
山
脈
の
麓
に
あ
る
六
会
生
産

大
隊
は
わ
れ
わ
れ
の
訪
問
を
心
か
ら
歓

迎
し
、
村
の
公
示
板
に
は
「
熱
烈
大
歓

迎
日
本
同
朋
来
我
」
と
大
書
し
て
の
歓

迎
ぶ
り
で
し
た
。
人
民
公
社
の
形
態
は

公
社
の
下
部
組
織
と
し
て
、
生
産
大
隊

が
九
ー
十
大
隊
（
一
大
隊
約
三
百
戸
位

）
生
産
大
隊
の
下
に
六
～
八
の
生
産
隊

が
あ
り
、
生
産
隊
の
末
端
組
織
と
し
て

二
〇
～
三
〇
戸
の
農
家
が
あ
る
と
い
っ

た
具
合
で
す
。
生
産
隊
が
主
に
農
業
を

営
ん
で
お
り
、
こ
の
農
業
労
働
力
が
公

社
の
全
体
の
労
働
の
主
な
も
の
で
す
。

生
産
隊
が
基
本
計
算
単
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
機
械
化
が
進
み
、
大
規

模
な
農
業
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

農
業
は
生
産
大
隊
を
単
位
と
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

六
会
生
産
大
隊
は
千
町
歩
の
畑
作
の
み

の
大
隊
で
あ
っ
て
（
田
は
あ
り
ま
せ
ん

）
灌
概
用
井
戸
四
二
眼
ト
ラ
ク
タ
i
大

型
十
一
台
、
同
小
型
二
十
五
台
、
ト
ラ

ッ
ク
ニ
十
五
台
、
灌
概
用
発
動
機
三
モ

五
台
、
多
く
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
有

し
、
農
業
の
研
究
所
、
診
療
所
、
ガ
ラ

ス
工
場
な
ど
あ
っ
て
多
彩
で
し
た
。

研
究
所
で
は
発
癌
防
止
の
き
の
こ
を
栽

培
し
て
お
り
ま
し
た
。
農
産
物
は
総
べ

て
太
源
の
野
菜
公
司
に
運
ぶ
仕
組
み
、

人
口
は
、
三
八
五
〇
人
、
六
八
○
置
帯
、

豚
は
一
人
一
頭
で
三
、
八
○
○
頭
を
飼
育

す
る
。
こ
こ
で
は
農
家
の
家
庭
を
三
班

に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
見
学
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
比
較
的
上
流
の
家
庭

を
案
内
し
て
く
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ

う
、
立
派
な
家
で
あ
り
調
度
品
な
ど
も

あ
っ
て
相
当
の
生
活
を
し
て
い
る
と
慰

わ
れ
ま
し
た
。
立
派
な
家
と
い
っ
て
も

木
造
で
は
な
く
、
焼
き
瓦
を
積
ん
だ
家

で
あ
り
、
暖
房
は
オ
ン
ド
ル
型
式
、
家

の
周
囲
に
は
こ
れ
ま
た
焼
き
瓦
の
塀
が

め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
て
、
L
の
文
化
と
い

う
感
じ
で
す
。
農
地
等
は
総
べ
て
国
家

の
所
有
で
あ
り
、
農
民
は
共
同
で
生
産

に
従
事
し
、
そ
の
配
分
も
共
同
で
計
算

さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
が
、
か
っ
て
の

王
候
、
豪
農
に
よ
る
搾
取
も
な
く
、
外

国
帝
国
主
義
者
の
弾
圧
も
な
い
の
で
、

総
べ
て
が
生
き
生
き
と
し
て
活
動
し
て

お
り
ま
し
た
。
更
に
太
源
で
は
康
楽
幼

児
園
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

園
長
は
五
〇
余
才
の
女
性
で
し
た
が
、

総
べ
て
中
国
共
産
党
の
指
導
に
ょ
っ
て

園
児
を
保
育
し
、
教
育
し
て
い
る
と
胸

を
張
っ
て
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

中
国
で
は
夫
婦
共
稼
ぎ
が
ほ
と
ん
ど
で

す
の
で
沢
山
の
園
児
を
収
容
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
が
、
こ
の
幼
児

園
は
収
容
四
三
〇
人
で
そ
の
う
ち
全
託

と
い
っ
て
月
曜
日
～
土
曜
日
ま
で
完
全

に
預
託
し
て
い
る
園
児
が
二
五
〇
人
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
二
十
四
時
間
同
園

の
先
生
方
が
世
話
を
し
て
い
る
仕
組
み

で
す
。
年
齢
に
よ
っ
て
大
班
、
中
班
、

小
班
に
分
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
も

牛
乳
は
自
家
製
と
の
こ
と
で
し
た
。

日
本
の
過
保
護
に
近
い
状
況
と
比
べ
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
し
、
幼
児
園
と
保
育
所
が
一
体
と
な

っ
て
教
育
し
て
お
り
ま
し
た
。

日
本
の
よ
う
に
幼
稚
園
は
文
部
省
、
保

育
所
は
厚
生
省
、
更
に
託
児
所
は
農
林

水
産
省
と
い
っ
た
縦
割
り
の
施
設
で
は

な
く
て
、
無
駄
を
省
い
て
い
る
と
こ
ろ

な
ど
大
い
に
参
考
と
す
べ
き
も
の
と
思

わ
れ
ま
し
た
。
園
児
、
先
生
が
一
体
と

な
っ
て
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

サ
ク
ラ
、
サ
ク
ラ
な
ど
日
本
の
歌
を
う

た
っ
て
く
れ
て
涙
ぐ
ま
し
い
光
景
に
多

謝
、
多
謝
の
連
発
で
し
た
。

夜
は
「
歌
と
踊
り
」
を
見
物
に
で
か
け

ま
し
た
が
、
言
葉
が
解
ら
な
い
の
で
、

要
領
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
表
情
は

豊
か
で
心
地
よ
い
も
の
で
し
た
。
た
だ
、

例
の
キ
ン
キ
ラ
声
の
み
は
今
で
も
歌
に

響
い
て
い
ま
す
。
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学
校
紹
介

　
　
　
－
清
津
峡
小
学
校
土
倉
分
校
1

児
童
数
一
一
名

教
員
数
三
名

◎
教
育
目
標

　
「
心
豊
か
な
子
ど
も
。
よ
く
学
ぷ
子

　
ど
も
。
健
康
な
子
ど
も
已

◎
学
校
の
概
要

　
名
勝
地
清
津
漢
谷
を
右
手
に
、
魚
沼

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
向
が
っ
て
約
五
キ
ロ

山
道
を
登
る
と
、
土
倉
部
落
の
僅
か
な

平
地
に
本
校
が
あ
る
。

　
P
T
A
の
数
年
来
の
念
願
で
あ
っ
た

校
舎
増
築
が
、
七
月
着
工
、
現
在
工
事

が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
普
通
、

特
別
教
室
、
各
一
教
室
ず
つ
完
成
す
る

と
、
す
ば
ら
し
い
学
校
に
な
る
。
十
月

下
旬
の
完
成
が
、
待
ち
遠
し
い
。

◎
本
校
の
特
色
あ
る
活
動

　
小
人
数
で
あ
る
が
、
学
校
生
活
を
楽

し
く
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
行
事
を
行
っ
て
い
る
。

　
○
木
の
芽
と
り
遠
足

　
五
メ
ー
ト
ル
近
く
積
も
っ
た
雪
も
消

え
、
木
々
が
若
葉
に
そ
ま
る
頃
、
部
落

周
辺
で
、
木
の
芽
、
竹
の
子
を
採
集
す

る
。
昼
は
展
望
台
で
竹
の
子
汁
を
つ
く

っ
て
昼
食
。
そ
の
後
、
青
空
の
下
で
木

登
り
を
し
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
。

　
こ
れ
を
通
し
て
、
互
い
に
汗
を
な
が

し
な
が
ら
、
働
く
こ
と
の
尊
さ
と
、
協

力
し
て
活
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
と
ら
せ
る
。

　
○
親
子
海
水
浴

「
番
神
で
の
ス
イ
カ
わ
り
風
景
」

　
夏
休
み
前
に
柏
崎
の
番
神
海
岸
へ
全

校
一
緒
に
出
か
け
る
。
太
陽
が
強
く
照

り
つ
け
る
下
、
泳
ぐ
と
い
う
よ
り
も
、

海
水
と
遊
ぶ
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。

　
午
後
は
、
親
子
が
一
緒
に
な
っ
て
、

思
い
思
い
に
岩
場
で
、
貝
、
カ
ニ
を
採

集
す
る
。
カ
ニ
の
足
の
速
さ
と
、
魚
が

群
を
な
し
て
泳
ぐ
姿
に
歓
声
を
あ
げ
る
。

　
○
大
運
動
会

　
P
T
A
の
協
力
を
得
て
、
毎
年
九
月

に
運
動
会
を
行
う
。
部
落
は
そ
の
日
農

休
日
と
な
り
、
老
人
会
、
青
年
会
、
婦

人
会
も
参
加
し
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご

す
。　
○
ス
キ
ー
大
会

　
三
月
に
は
ス
キ
ー
大
会
を
行
う
。

　
子
供
達
は
、
少
し
の
晴
れ
間
を
見
て

垂
垂
、
～
皿
．
意
舞
蚕
茎
垂
彗
嚢
妻
萎
器
輩
…
「

　
私
達
は
豊
富
な
物
質
に
恵
ま
れ
便
利

な
生
活
を
享
受
し
て
い
る
一
方
、
毎
日

大
量
の
“
ご
み
”
を
排
出
し
て
い
ま
す
。

　
ご
み
処
理
に
は
巨
額
な
公
費
が
費
や

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
中
里
村
で
は
そ

の
額
が
一
昨
年
度
は
一
、
五
〇
八
万
円
、

昨
年
は
一
、
七
二
万
円
と
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
所
か
ら
美
し
い
村
づ
く
り
、

清
潔
な
環
境
づ
く
り
へ
の
努
力
を
続
け

る
た
め
に
、
次
の
点
を
も
う
一
度
見
つ

め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

練
習
に
励
む
。
雪
質
が
最
高
の
た
め
練

習
に
も
熱
が
入
り
、
自
然
に
体
力
と
強

い
意
志
が
養
わ
れ
る
。

◎
学
校
運
営
の
方
向

　
○
社
会
性
の
あ
る
子
ど
も

　
小
人
数
で
友
達
と
の
つ
き
あ
い
が
少

な
い
の
で
、
視
野
が
狭
く
、
社
会
性
に

欠
け
る
。
こ
れ
を
補
う
た
め
、
図
書
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
映
画
等
を
出
来
る

だ
け
利
用
し
、
経
験
を
豊
富
に
さ
せ
て

い
る
。

　
○
学
力
の
あ
る
子
ど
も

　
個
別
指
導
に
努
め
、
ひ
と
り
ひ
と
り

の
子
供
達
の
長
所
を
伸
ば
し
、
都
会
の

子
供
達
に
負
け
な
い
学
力
を
つ
け
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
、
教
師
も
研
修
に
励
み

指
導
法
の
改
善
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
［

◎
ご
み
は
決
め
ら
れ
た
日
、
決
め
ら
れ

　
た
場
所
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

◎
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
、
大

　
型
の
ご
み
は
そ
れ
ぞ
れ
分
別
さ
れ
て

　
い
ま
す
か
。

◎
ご
み
の
中
に
ま
だ
使
え
る
も
の
や
資

　
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の
は
含

　
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

◎
し
尿
浄
化
槽
の
設
置
届
等
は
す
ん
で

　
い
ま
す
か
。
設
置
後
は
適
正
な
維
持

管
理
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

芸
術
祭
作
晶
募
集

　
十
一
月
二
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
第

三
回
中
里
村
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す

が
、
公
民
館
で
は
次
の
要
領
で
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

○
写
真
　
題
材
は
自
由
。
キ
ャ
ビ
ネ
以

　
　
　
　
上
で
台
紙
、
額
、
又
は
パ
ネ

　
　
　
　
ル
付
き
。
組
写
真
も
可
能
。

○
書
道
　
全
紙
％
つ
ぎ
以
内
で
裏
う
ち

　
　
　
　
し
た
も
の
。
習
字
紙
も
可
。

○
生
花
、
手
芸
品
、
盆
栽
、
押
し
花
等
。

　
出
品
申
し
込
み
は
十
月
三
十
日
迄
に

公
民
館
（
電
二
四
九
三
）
へ
。

第
四
回
農
業
祭

　
第
四
回
目
を
む
か
え
た
今
年
の
農
業

祭
は
、
十
一
月
三
日
に
田
沢
小
、
中
学

校
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
、
小
学
校
会
場
で
は
農
林
産
物

展
示
会
が
開
か
れ
ま
す
が
、
出
品
物
の

即
売
は
二
時
か
ら
四
時
の
間
に
限
ら
れ

ま
す
。
又
、
中
学
校
会
場
で
は
十
時
か

ら
の
農
業
問
題
関
係
の
講
演
会
に
続
い

て
十
二
字
よ
り
村
民
芸
能
大
会
が
催
さ

れ
ま
す
。

　
農
林
産
物
出
品
申
し
込
み
は
十
月
二

十
五
日
ま
で
に
農
協
又
は
役
場
産
業
課

へ
村
民
芸
能
大
会
出
場
希
望
者
は
十
月

二
十
日
ま
で
に
産
業
課
又
は
商
工
会
宛

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。


